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建築面積　　　： 126 ㎡

1 階延べ床面積 : 103.44 ㎡

2 階延べ床面積 : 45.8 ㎡

延べ床面積　　： 149.24 ㎡

建蔽率　　　　： 42％

容積率　　　　： 50％

建築面積　　　： 126 ㎡

 

配置図兼１階平面図

2 階平面図

2 0 7 3 年

05 配置図・平面図

3 丁目サトウさん家公園

04 アイソメトリック

南側立面図

A-A’断面図

北側立面図
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子供が家を出て

夫婦 2人暮らしに

歳をとって

移動が難しくなる

03 時間とともに拡張する公園

　時が流れて、家族形態が変化するのとともに、家も

変化していく。この家の人の気配が減っていくごとに

家は公共性を増し、公園が拡張されていく。

　公園の要素と家の要素を抽出し、点在させる

ことで、敷地に入る敷居、家に入る敷居を下げる。

ここは家なのか公園なのか。見方や使われ方に

よって擬態化していく。

01 人の集まる場所とは 02 空き家は豊かさになりうるか？

お父さん　
32歳　
会社員

お母さん　
30歳　
アクセサリー作家

お兄ちゃん
10歳

妹
8歳

　秋田県は少子高齢化などにより空

き家が増加している。 雪による倒壊

や事故のおそれもあり、リノベーショ

ンや空き家バンクなど取り組みがあ

るが限界がある。 そこで空き家の新

しい利用方法として公園を提案する。

2 0 4 3 年

A A’A’ A

こどもの集まる場所に人は集まる。そこで、公園に擬態化する住まいを考えてみる。ここは家であり、地域の拠り所であり、子供の遊び場でもある。そして年月を重ねるごとに家族形態は変わり、空き部屋が増え、住まい手はゆ

っくり老いていく。拠り所を通しこどもや地域を見守り、そして見守られることで、家と地域の関係は続いていく。空き家になる頃には、家に擬態化する公園となり、サトウさんち公園として、人が集まり続ける場所になる。

 子どもが集まる場所がまちの人が集まる場所だと考え

た。まちで子どもをよく見かける場所として公園がある。

住宅に公園の要素を取り入れることで人が集まる空間を

作ることができるのではないか。

1 / 1 0 0 1 / 1 0 0

▲ 2023 年、兄妹の友達でいつも賑やか。お母さんが静かに子供たちを見守る。 ▲ 2043 年、兄妹は家を出て子供部屋が空き室になってもその下では地域の人が集まってくる。 ▲ 2073 年、年老いて足が不自由になる。公共性が増した土縁を子供がを飛び越えて来る。
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06 断面図・立面図

07　利用変遷パース

1/ 1 0 0

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0


